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（独）情報処理推進機構 ＩＴ人材動向調査 

 

 

� ご回答対象者 

本アンケートは、御社において、全社的全社的全社的全社的なななな立場立場立場立場でででで、、、、ＩＴＩＴＩＴＩＴ関連関連関連関連業務業務業務業務にににに携携携携わるわるわるわる人材人材人材人材のののの育成育成育成育成・・・・

採用採用採用採用等等等等をををを担当担当担当担当しておられるしておられるしておられるしておられる方方方方にご回答いただきたくお願い申し上げます。 

 

� ご回答にあたって 

- 本アンケートには、調査の趣旨を説明した文書（A4・1枚）が同封されております。

アンケートにご回答いただく前に、そちらの文書をご一読いただければ幸いです。 

- ご回答は、本アンケートの回答欄にご記入ください。設問によっては、記入例や記入

方法の説明がありますので、そちらをよくお読みいただいた上で、ご回答ください。 

- ご記入後は、本アンケート票を、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、平成平成平成平成 19 年年年年

9 月月月月 28 日日日日（（（（金金金金））））までまでまでまでにご投函いただきますようお願い致します。なお、ご事情によ

り、回答が遅れるなどの場合には、下記連絡先までご連絡ください。 

- 本調査で知り得た情報は、統計的に処理いたしますので、個々のアンケートに記載さ

れた個別の情報を利用することは一切ございません。また、今回のアンケートによっ

て得られた個人情報（回答照会先等）は、本調査の目的以外には利用いたしません。 

 

� 本調査に関するお問い合わせ先 

本調査に関して、ご不明な等がございましたら、下記までお知らせください。 

 

＜調査趣旨に関して＞ 

独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ） 

ＩＴスキル標準センター 業務推進グループ 

（担当：島田
し ま だ

）TEL：03-5978-7544 

＜アンケートの設問趣旨・記入方法等に関して＞ 

みずほ情報総研株式会社 

リサーチ・アンド・サイエンス事業部 情報・コミュニケーション部 

（情報戦略チーム調査担当） 
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【御社概要】※ 御社（単体）に関する情報をご記入ください（連結決算対象企業を除く）。 

※※※※ 御社御社御社御社とととと取引取引取引取引のあるのあるのあるのある主要顧客主要顧客主要顧客主要顧客にににに、、、、����をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。（。（。（。（複数記入可複数記入可複数記入可複数記入可）））） 主要顧客 

※�を記入 【【【【国内国内国内国内】】】】□個人 □民間法人 □公的法人 【【【【海外海外海外海外】】】】□個人 □民間法人 □公的法人 

※※※※ 同業者同業者同業者同業者((((御社御社御社御社とととと同様同様同様同様またはまたはまたはまたは類似類似類似類似のののの製品製品製品製品・・・・サービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供しているしているしているしている法人法人法人法人))))とのとのとのとの取取取取引引引引のののの状況状況状況状況 同業者 
受発注比率 

※�を記入 

(�は１つずつ) 

【【【【同業者同業者同業者同業者からのからのからのからの受注受注受注受注のののの割合割合割合割合】】】】（（（（対年間売上対年間売上対年間売上対年間売上）））） 

□１／４未満 □１／４から半分程度 

□半分から３／４程度 □３／４以上 

【【【【同業者同業者同業者同業者へのへのへのへの発注発注発注発注のののの割合割合割合割合】】】】（（（（対年間売上対年間売上対年間売上対年間売上）））） 

□１／４未満 □１／４から半分程度 

□半分から３／４程度 □３／４以上 

主要法人 

顧客業種 
※○を記入 

(複数可) 

１．農林漁業 

２．鉱業 

３．建設業 

４．製造業（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾒｰｶ関連） 

５．製造業（上記以外） 

６．電気・ガス・熱供給・水道業 

７．運輸業 

８．通信業 

９．卸売・小売・飲食店 

10．金融・保険業 

11．不動産業 

12．情報サービス業 

13．その他サービス業 

14．公務その他 

15．法人取引はない 

企
画 

１．経営／業務改革コンサルティング 

２．システムコンサルティング（システム導入、戦略的アプリケーション提案） 

３．IT投資評価・システム監査 

開
発 

４．システムインテグレーション 

５．パッケージソフトの開発・販売 

６．パッケージソフトの導入・カスタマイズ 

７．ハードウェア関係（組込み系）のソフトウェア開発 

８．専門分野のソフトウェア開発受託（ＣＡＤ、ＥＤＡなどの技術系） 

９．その他システム開発受託（業務系ほか） 

運
用 

10．ネットワークアウトソーシング（ＡＳＰ、ＩＤＣ以外） 

11．ＩＤＣサービス（ハウジング／ホスティングを含む） 

12．遠隔監視 

13．ＡＳＰサービス（ＳａａＳを含む） 

14．受託計算サービス 

シ
ス
テ
ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発 

総
合 

15．一括ＩＴアウトソーシング 

16．ビジネスプロセスアウトソーシング（コールセンターを除く） 

17．コールセンター 

主要事業 

※○を記入 

(複数可) 

そ
の
他 

18．データベース／専門情報提供 

19．デジタルコンテンツ制作 

20．教育サービス提供 

21．技術者派遣 

22．ＰＣ／ハードウェア・記憶装置等製造 

23．上記以外（            ） 

【【【【情報情報情報情報サービスサービスサービスサービス・・・・ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア企業企業企業企業】】】】 

□独立系 □コンピュータメーカー系 □ユーザー企業系 □外資系 □その他 

【【【【製造業製造業製造業製造業】】】】 □コンピュータメーカー（総合電器メーカ等のコンピュータ部門など） 

資本系列 

企業業種 

※�を記入 

(�は１つだけ) 
【【【【そのそのそのその他他他他】】】】 □インターネット関連サービス提供  □通信関連  □その他 

 

【回答照会先】※ お差支えない範囲で、回答内容に関する照会先をご記入ください。 

企業名  

部署・役職名  

ご回答者氏名  

住所 
〒 

電話番号  FAX番号  

E-Mail  
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Ⅰ．御社の経営戦略と人材について 

 

� 現在、御社が特に重視している経営上の戦略を以下から選び、重要度の高い順に、選択

肢の番号を記入してください。 
 

１番目  ２番目  ３番目  

 

１．既存製品・サービスの売上拡大（営業力の強化など） 

２．既存製品・サービスの品質向上（生産体制・マネジメント力の強化など） 

３．既存製品・サービスの生産性向上（業務効率化など） 

４．収益性の高い業務へのシフト（開発上流工程へのシフトなど） 

５．コスト削減（アウトソーシングや外注先等の活用など） 

６．新規市場の開拓（新規事業の立ち上げなど） 

７．その他（                            ） 

 

� 御社では、事業戦略上必要な人材を、現在、十分に確保できていますか。 

「量」と「質」の両面における、御社の人材の過不足感について、当てはまる選択肢の

番号を記入してください。 
 

人材の「量」   

人材の「質」   

１．大幅に不足している 

２．やや不足している 

３．特に過不足はない 

４．やや過剰である（削減や職種転換が必要） 

 

� 御社の人材育成投資についてお尋ねします。 

a．昨年度、御社が人材育成（教育研修等）に要した年間費用の 

年間売上高に対する割合（％）をご記入ください。 
 

b．今年度の御社の人材育成費用は、昨年度と比較して、どの程度増減する見込みですか。 
 

１．10％以上増加する ４．0～5%程度減少する 

２．0～5%程度増加する ５．10％以上減少する 

３．昨年度とほぼ同じ ６．まだ分からない 

 

� 御社の人材育成に関する課題は何ですか。当てはまるものを２つまで選んでください。 
 

１．効果的な育成方法が分からない ５．指導できる人材が不足している 

２．業務の遂行との両立が難しい ６．育成に費用がかかる 

３．中核人材まで成長する人材が少ない ７．育成の費用対効果が分かりにくい 

４．人材を育成しても辞めてしまう ８．その他（          ） 

 

 ％ 

小数点第１位まで 

ご記入ください。 
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Ⅱ．御社におけるＩＴ人材の状況について 

 

� 御社では、人事制度や人材戦略の立案等において、「ＩＴスキル標準（ＩＴＳＳ）」を 

参照・利用されていますか。以下のうち、当てはまる番号に○をつけてください。 
 

１．現在利用している 

２．現在利用を検討している 

３．必要性は感じているが、検討には至っていない 

４．特に利用しておらず、今後も利用の予定はない 

 

� （上記での利用状況にかかわらず）御社に所属するＩＴ人材のおおよその数と割合を、

ＩＴスキル標準に基づく形でご記入ください。 

※ 以下の【回答上の注意点】と、次頁の【記入例・記入方法】をお読みいただいた上で、p.3 の【記入欄】に

回答をご記入ください。 

【回答上の注意点】 

� 本アンケートでは、ＩＴＩＴＩＴＩＴスキルスキルスキルスキル標準標準標準標準にににに定義定義定義定義されているされているされているされている人材人材人材人材をををを「ＩＴ「ＩＴ「ＩＴ「ＩＴ人材人材人材人材」」」」とととと呼呼呼呼びますびますびますびます。

ＩＴスキル標準に定義された各職種の説明については、趣旨説明書（裏面）をご参照く

ださい。 

� 本アンケートでは、組込みソフトウェア開発関連業務に従事する人材（組込みスキル標準

［ＥＴＳＳ］に定義された人材）は対象外となります。 

� 社員として、御社が直接雇用する人材についてお答えください。（子会社や関連会社の人

員、受入派遣人員、アルバイト人員は、今回の調査の対象にはなりません。） 

� 複数の職種を兼ねた人材の場合は、主たる業務を元に、職種を１つに特定してお答えくだ

さい。【重複不可重複不可重複不可重複不可】 

� ＩＴスキル標準上で分類が難しい職種（品質管理等）については、「その他」欄にまとめ

てご記入ください。（ただし、可能な限りＩＴＳＳ上のいずれかの職種に分類願います。） 

� 今回のアンケートでは、ＩＴスキル標準上に定義されていないレベル（例：コンサルタン

ト、ＩＴアーキテクトのエントリレベル等）についてもお答えいただくことが可能です。 

� p.3表中の「レベル」については、以下をご参照ください。 

ＩＴＳＳレベル 対象となる人材のイメージ 記入方法 

レベル６・７ 業界内で認められている人材、または、業界をリードできる人材 人数（人） 

レベル４・５ 自社内において、指導者として活躍している人材 

レベル３ 上位者の指導がなくても、独力で業務を遂行できる人材 

レベル１・２ 上位者の指導の下で、業務を遂行できる人材 

構成比（％） 

（合計 100%） 

※レベル６・７を 

  含みません。 

� 内容上、本アンケートへのご回答が難しい場合につきましても、p.9 以降に、その旨をご

記入いただき、ご返送いただきますようお願い申し上げます。 
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【記入例・記入方法】 

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
人
材 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

セ
ー
ル
ス 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト 

カ
ス
タ
マ
サ
ー
ビ
ス 

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

そ
の
他
（ 

品 

質 

管 

理 

） 

合
計 

人数 10 
人 
50 

人 
20 

人 
20 

人 
50 

人 
100

人 
500

人 
20 

人 
100

人 
100

人 
20 

人 
10 

人 
1000

人 

LV6・7 
（人） 0 

人 
0 

人 
1 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
0 

人 
2 

人 

LV4・5 10 
％ 
15 

％ 
20 

％ 
10 

％ 
15 

％ 
10 

％ 
25 

％ 
20 

％ 
10 

％ 
10 

％ 
20 

％ 
20 

％  

LV3 50 
％ 
25 

％ 
80 

％ 
90 

％ 
85 

％ 
40 

％ 
30 

％ 
40 

％ 
30 

％ 
20 

％ 
80 

％ 
80 

％  

LV1・2 40 
％ 
60 

％ 
0 

％ 
0 

％ 
0 

％ 
50 

％ 
45 

％ 
40 

％ 
60 

％ 
70 

％ 
0 

％ 
0 

％  

LV1～5 計 100 
％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％  

 

【記入欄】 

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
人
材 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

セ
ー
ル
ス 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト 

カ
ス
タ
マ
サ
ー
ビ
ス 

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

そ
の
他
（ 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

） 

合
計 

人数 
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

LV6・7 

（人） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

LV4・5  
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％  

LV3  
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％  

LV1・2  
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％ 

 
％  

LV1～5 計 100 
％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％ 
100 

％  

▼ 職種別の人材数をご記入ください。 

� 各職種における、人材のレベル内訳
（構成比）を％でご記入ください。 

（レベル６・７の人材は除いて 100％
になるようご記入ください。） 

� 上記のうち、レベル６・７に相当する 

人材の人数をご記入ください。 
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� 御社におけるＩＴ人材動向とＩＴ人材戦略についてお尋ねします。 

(1) 御社における直近２年間の人材動向についてお尋ねします。 

a．２年前の御社のＩＴ人材のおおよその数（全職種を 

合わせた総数）をご記入ください。 
 

b．２年前からの御社のＩＴ人材の増減に大きな影響を与えた要因は何ですか。 

以下のうち、当てはまる番号に（いくつでも）○をつけてください。 
 

１．自社既存業務の拡大 

２．新規業務の立ち上げ 

３．新卒採用者数の増加 

４．中途採用者数の増加 

５．自社内事業再編・統合 

６．他社との合併・統合 

７．新卒採用者数の減少 

８．中途退職者数の増加 

９．国内派遣人材の活用 

10．外国人技術者の活用 

11．国内企業へのアウトソーシングの増加 

12．海外企業へのアウトソーシングの増加 

13．その他（             ） 

 

c．直近２年間で、御社において、人員数が増加
．．
した職種は何ですか。当てはまる職種に

（いくつでも）○をつけてください。（�回答次頁） 
 

d．直近２年間で、御社において、人員数が減少
．．
した職種はありますか。もし、そのよう

な職種があれば、当てはまる職種に（いくつでも）○をつけてください。（�回答次頁） 

 

(2) 御社におけるＩＴ人材戦略についてお尋ねします。 

a．現在、御社が、特に重点的に確保・拡大を図りたいと考えている職種は何ですか。 

当てはまる職種に（いくつでも）○をつけてください。（�回答次頁） 
 

b．上で○をつけた職種について、その職種の確保・拡大の手段のうち、最も重点を置く

ものを、以下の選択肢から選び、各職種について、それぞれ番号（１つ）を記入して

ください。（�回答次頁） 
 

１．新卒採用 

２．中途採用 

３．既存社員のレベルアップ 

※ 同一職種・業務内でのスキル向上に限る 

４．既存社員の職種転換（異動・業務変更） 

※ APS→PM等のキャリアアップを含む 

５．派遣人材等の活用 

６．国内アウトソース先の活用 

７．海外アウトソース先の活用 

８．その他 

（           ） 

 

c．現在、御社が、自社が直接雇用する人材の削減（他職種への転換等）を図りたいと考

えている職種はありますか。もし、そのような職種があれば、当てはまる職種に（い

くつでも）○をつけてください。（�回答次頁） 

約         名 
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【記入欄】 

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
人
材 

【
記 

入 

例
】 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

セ
ー
ル
ス 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト 

カ
ス
タ
マ
サ
ー
ビ
ス 

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

そ
の
他
（ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

） 

c 
増加職種 
（○） 

○             

(1) 
d 

減少職種 
（○） 

             

a 
拡大職種
（○） 

○             

b 
その方法 
（番号） 

１             
(2) 

c 
削減職種 
（○） 

             

 

� 御社の新卒採用の状況についてお尋ねします。 
 

a．今年度４月（以降）、御社にＩＴ人材として入社した新卒人材の数と、そのうち、情報

系の分野（情報科学・情報工学等※）を専攻していた学生の割合をご記入ください。 

※ 開発側の人材を育成する専攻を対象とし、経営情報等、情報の利活用を扱う専攻を除きます。 
 

新卒ＩＴ人材数 人 情報系専攻者数 約        ％ 

 

b．上記の新卒人材の数は、当初の採用計画・目標には達しましたか。 
 

１．目標を大幅に(１割以上)上回った ４．目標をやや下回った(１割未満) 

２．目標をやや上回った(１割未満) ５．目標を大幅に(１割以上)下回った 

３．ほぼ目標どおり 

 

c．上記の新卒人材の質・水準に対する全体的な満足度について、以下から、最も近いも

のを選んでください。 
 

１．非常に満足   ２．概ね満足   ３．やや不満   ４．非常に不満 
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d．今年度の新卒採用目標数(※)は、昨年度と比べて、どの程度、増減していますか。 

※ 今年度実施されている新卒採用活動における採用目標数 

 

１．＋２割以上 ３．－２割以上 ５．昨年度とほぼ同じ 

２．＋１～２割以内 ４．－１～２割以内 ６．新卒採用は実施していない 

 

e．来年度の新卒採用目標数(※)は、今年度と比べて、どの程度、増減する見通しですか。 

※ 来年度実施予定の新卒採用活動における採用目標数 

 

１．＋２割以上 ３．－２割以上 ５．今年度とほぼ同じ 

２．＋１～２割以内 ４．－１～２割以内 ６．未定 

７．来年度は新卒採用を実施しない 

 

f．今後、御社が重点的に採用したいと考えている学生の専攻・学歴を、以下から（いく

つでも）選んでください。 
 

１．理系・大学院卒 ４．情報系・大学院卒 ７．文系・大学院卒 

２．理系・学部卒 ５．情報系・学部卒 ８．文系・学部卒 

３．理系・その他学校卒 ６．情報系・その他学校卒 ９．文系・その他学校卒 

10．その他（        ） 11．未定 12．特にこだわらない 

 

g．今後の新卒採用における情報系専攻の学生の採用について、御社では、どのような意

向を持っていますか。 
 

１．現在より増やしたい ４．未定 

２．現在より減らしたい ５．特にこだわらない 

３．現在と同程度に採用したい 

 

h．新卒採用に関する問題点・課題として、御社が感じていることは何ですか。以下のう

ち、当てはまるものに（いくつでも）○をつけてください。 
 

１．（好不況にかかわらず恒常的に）人材の量的な確保が難しい 

２．即戦力になる学生が少ない ７．昔と比べて学生の質が下がっている 

３．技術力の高い学生が少ない ８．学生が仕事の内容をあまり知らない 

４．幹部候補となる学生が少ない ９．業界の仕事のイメージが良くない 

５．優秀な学生が少ない 10．企業の知名度が低い  

６．適性のある学生が少ない 11．その他（            ） 
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� 御社の産学連携に関する取り組みについてお尋ねします。 
 

ａ．御社では、大学等の高等教育機関と、何らかの形で連携・協力等を行っていますか。

以下のうち、当てはまるものに（いくつでも）○をつけてください。 
 

１．採用の際の学生の紹介 ２．インターンシップの実施（学生の受け入れ） 

３．社員が学位を取得 ４．社員が授業・セミナー等を受講 

５．共同研究・開発の実施 ６．スポット的な特別講義・講演への協力 

７．寄附講座の開設 ８．教育プログラムや教材開発への協力 

９．専任講師の派遣 10．非常勤講師の派遣 

11．教育機関への業務発注 12．共同ベンチャーの設立 

13．教育機関への機材提供 14．企業奨学金の設置 

15．大学教員の企業受け入れ 16．特に何も行っていない 

 

b．御社が大学等の高等教育機関に期待する教育は何ですか。以下のうち、特に期待する

ものに（５つまで）○をつけてください 
 

１．情報数理科学 11．情報システムの活用戦略 

２．計算機科学 12．プレゼンテーション 

３．プログラミング技術 13．チームワーク 

４．システム・ソフトウェア設計 14．リーダーシップ 

５．ソフトウェア工学 15．文書作成能力・文章力 

６．通信・ネットワーク 16．情報処理・ＩＴ関連の資格取得 

７．データベース 17．Word・Excel等のＩＴリテラシー 

８．オペレーティングシステム 18．職業についての理解 

９．プロジェクトマネジメント 19．その他（           ） 

10．経営・組織マネジメント 20．特に期待するものはない 

 

� 御社は、情報システムを利用するユーザー企業のＩＴ人材に求められるスキルを示した

「情報システムユーザースキル標準（ＵＩＳＳ）」を、どの程度把握されていますか。

以下のうち、当てはまる番号に、○をつけてください。 
 

１．聞いたことがない 

２．名前は知っている 

３．定義されている職種・スキル等を、部分的に知っている 

４．定義されている職種・スキル等を、大体把握している 

５．４．に加え、ユーザー企業との取引や社内情報システム部門の人材育成において、

ＵＩＳＳを活用することがある 
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Ⅲ．御社における外国籍ＩＴ人材の就労状況について 

 

� 2007 年 3 月末時点において、御社（または御社が管理する事業所）で、外国籍のＩＴ

人材(※)が就労していましたか。 

※ ここでの「ＩＴ人材」は、ＩＴスキル標準に定義されている職種に就いている人材を指します。 

※ 日本国籍を取得している外国人は除きます。 
 

□ 就労していた □ 就労していない 	 次頁へお進みください。 


 

� （上で「就労していた」と回答された場合）御社に就労している外国籍ＩＴ人材の国籍

と人数を、就労形態別に、以下にご記入ください。 

※ 主要３ヶ国のみ国名をご記入いただき、その他の国は「その他」にまとめてご記入ください。 

◇ 正社員 

国籍（国名）    （その他） 

人数 人 人 人 人 

◇ 契約社員、パートタイマー、アルバイト 

国籍（国名）    （その他） 

人数 人 人 人 人 

◇ 他社からの派遣または常駐社員として間接的に従事 

国籍（国名）    （その他） 

人数 人 人 人 人 

 

� 上記の外国籍ＩＴ人材について、ＩＴスキル標準の職種別の人数をご記入ください。 

※ 職種を複数兼ねている人材については、主たる職種を元に、職種を一つに特定してお答え下さい（重複不可）。 

※ ＩＴスキル標準に定義された各職種の説明については、趣旨説明書（裏面）をご参照ください。 
 

マーケティング 人 アプリケーションスペシャリスト 人 

セールス 人 ソフトウェアデベロップメント 人 

コンサルタント 人 カスタマサービス 人 

ＩＴアーキテクト 人 ＩＴサービスマネジメント 人 

プロジェクトマネジメント 人 エデュケーション 人 

ＩＴスペシャリスト 人 （合計） 人 

 

� 御社が、外国籍ＩＴ人材を活用する理由は何ですか。以下のうち、もっとも大きな理由

を１つ選び、○をつけてください。 
 

１．日本人ＩＴ人材の不足を補うため ４．コストが抑えられるから 

２．優秀な人材を確保しやすいから ５．社内の多様性の促進を図るため 

３．海外発注先との円滑なコミュニケーションができる人材が必要だから 

６．その他（                                ） 
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Ⅳ．本アンケートの設問設計について 

 

本調査は、本格的な調査設計のための予備調査として実施されておりますので、本アン

ケートの設問に対しても、ご意見をお寄せいただきたくお願い申し上げます。 

 

� 前頁までのアンケートの各設問に対する回答のしやすさについて、以下から当てはまる

番号に○をつけてください。また、その理由のほか、各設問に関して改善すべきと思わ

れる点がありましたら、以下の記入欄にご記入ください。 
 

１．容易である 

２．やや困難である  	 よろしければ、下記にその理由をご記入ください 

３．非常に困難である 	 よろしければ、下記にその理由をご記入ください 

 

頁 パート 設問番号・設問内容 
回答しやすさ 

（上記参照） 

�重視している経営戦略 １・２・３ 

�「質」「量」両面における人材の過不足感 １・２・３ p.1 Ⅰ 

��人材育成投資の状況 １・２・３ 

p.2 �ＩＴＳＳの活用状況 １・２・３ 

P.2～3 �ＩＴＳＳに基づくＩＴ人材数 １・２・３ 

P.4～5 �ＩＴ人材動向とＩＴ人材戦略 １・２・３ 

P.5～6 �新卒採用の状況 １・２・３ 

�産学連携に関する取り組み １・２・３ 
p.7 

Ⅱ 

�ＵＩＳＳの把握状況 １・２・３ 

�外国籍ＩＴ人材の就労の有無 １・２・３ 

�外国籍ＩＴ人材の就労形態別人数 １・２・３ 

�外国籍ＩＴ人材のＩＴＳＳ職種別人数 １・２・３ 
p.8 Ⅲ 

�外国籍ＩＴ人材の活用理由 １・２・３ 

 

【設問に対するご意見等】 
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� 本アンケートにお答えいただくためには、最低限どのくらいの回答期間が必要ですか。 

 

１．２週間程度 

２．３週間程度 

３．１ヶ月程度 

４．１ヶ月以上 → （   ）ヶ月程度 

５．アンケートには回答できない（→ �にその理由をご記入ください） 

 

� 今後、本アンケートが継続的に実施される場合に、ご指定の送付先がありましたら、 

以下にご記入ください。 

 

□ 今回のご回答者（「回答内容照会先」記入内容）と同じ（→ 本欄のご記入は不要です。） 

企業名  

部署・役職名  

ご回答者氏名  

住所 〒 

電話番号  FAX番号  

E-Mail  

 

� 本アンケートに関して、ご意見等がございましたら、以下に自由にご記入ください。 

 

 

 

～ アンケートは以上です。御協力ありがとうございました。～ 


